
至仏山山スキー報告 

【山域】北関東 尾瀬 至仏山 

【日程と天気】2019年 4月 21日（日）曇り 

【メンバー】ＣＬ菊池・池田・鶴田・石橋・井上（里）・加藤・田形・会員外 1・瀧瀬（記） 

【行程】 

千葉→沼田ＩＣ→尾瀬戸倉駐車場→乗り合いバスにて鳩待峠→小至仏山→至仏山 

 →滑走開始（150ｍほど下降）→小至仏山まで登り返し→悪沢→鳩待峠 

 

・4月下旬からＧＷ期間限定の至仏山に山ス

キーに行ってきました。 

 記録係の私事ではありますが、ちょうど 2

年前につぼ足でこの山を訪れ、山スキーを 

やりたい！ときっかけを作ってくれた思

い出の山です。今回はこの憧れの大斜面を雪 

の量も豊富でお天気も高曇り、最高の条件

が揃った中で鳩待峠を 8：20出発しました。 

 「夏の観光地尾瀬」の入り口はまだ残雪

の雪の壁です。標高差 600ｍをゆっくりとハイクアップしていきます。高度を上げてと、

尾瀬ヶ原を挟んだ燧ケ岳の姿が現れます。 

 



 

青空には恵まれませんが、ガスの心配もなく小至仏山直下のトラバースも雪が豊富で

通過も難しくありませんでした。ＣＬから「ここの斜面は😋おいしいから、登り返して、

いただきましょう！」 

左手に越後の山々を眺めながら、３時間程で至仏山山頂に到着しました。山頂は徐々 

に人が多くなり、記念撮影が賑やかに行われています。 

 

我々グループもスタート前、満面の笑顔でパチリ！ 

 



 

いよいよ憧れの大斜面を滑走で

す。しかし、なんて大きな斜面なの

でしょう。秋に訪れた時、かなり斜

度があるなと思っていましたが、な

かなかの滑りごたえ。そして小 

小至仏山山頂に向けて登り返し

です。若い男性陣はラクラク登って

行き、距離がどんどん開いて行きま

す。女性陣はこの後の滑走に余力を

残したいので、途中で待つことにし

ました。今回も鶴田さんのパワーに驚きと尊敬と感動です。 



 



 

そこから悪沢までの大滑走！途中至仏の大斜面を見上げながら、こんなに素晴らしい

経験が出来る事に心から感謝です。 

 

高度が下がると悪雪に変わり、ターンはうまく出来ない状況です。慎重にケガなど 

しないように、ゆっくりと下降しました。 

 

今年は雪が多く残っていて、沢は埋まっているので渡渉点を探す苦労は一切なく、鳩待



峠までの急な登りを、えっちらおっちらクトーを駆使して行動時間６時間、楽しいツア

ーが終了しました。来年も絶対にまた来るぞ～！ 

 


